
事業検証

【現状】公民館が事務局として、地域の中の子どもに関する団体やひとの拠点となるネットワークである
「つろうて子育て協議会」において、未来を担う子どもの育成を地域総がかりで取り組んでいる。公民館で
は利用者に占める、高校生以下の利用者が増加傾向にある。（R元年18,691人（13.2％）→R2年12,427人
（17.4％）→R3年12,620人（17.3％）
【課題】平成30年12月に策定した「今後の公民館のあり方についての指針」について、さらなる推進が重要
である。
【対応】引き続き、子どもと多世代をつなぐ取組みを進めることで、益田の子どもたちに予測不能な未来を
生き抜く力をつけ、未来の担い手の育成につなげることが重要であり、令和4年度中に策定する第2期「今後
の公民館のあり方についての指針」に明記する。

積算根拠

≪事業概要≫
①ひとが育つまち益田フォーラムの開催
②社会教育コーディネーターの配置
③地域活動づくり業務（各地区つろうて子育て協議会への委託）、ふるさと教育等の補助金交付
④ボランティアハウスの運営（ボランティアハウス協議会への委託）
≪積算根拠（主なもの）≫
①講師謝礼150,000円＋費用弁償266,940円＝416,940
②300,000円×12月×4名＝14,400,000円　※R5から1～2名増（真砂、益田）
③つろうて1,400,000円＋ふるさと1,680,000円＝3,080,000円
④5,499,400円　ほか

事業費
（単位:千円）

昨年度

財源説明

国庫支出金：地方創生推進交付金（～R6)
県支出金：しまねすくすく子育て支援事業費交付金、ふるさと教育推進事業交付金、結集しまねの子育て協働プロジェ
クト事業費補助金、ふるさと人づくり推進事業補助金、コンソーシアム運営費補助金
その他：ふるさと応援基金繰入金（継続見込）

11,219

一般財源 71 0 1,800 1,800 10,959 10,959

その他 9,900 11,219 11,219 11,219 11,219

9,885

地方債 0

総事業費 25,860 28,463 32,063 32,063 32,063

0 0 0

中期財政計画対象期間

第２期総合戦略対象期間

32,063

国庫支出金 5,806 7,359 9,159 9,159 0

0

県支出金 10,083 9,885 9,885 9,885 9,885

Ｒ３/Ｒ７
達成率

目標

0

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７ Ｒ８

Ｒ３
目標

Ｒ４
目標

Ｒ５
目標

Ｒ６
目標

0

480 500

事業概要

子どもたちを取り巻く環境の変化に伴い、教育に求められるものも変化している。
こうした中、子どもたちの生き抜く力を育てるためには、学校だけで教育を担うのではなく地域総がかりで
子どもを育てる必要があり、これらをコーディネートする専門人材の配置及び地域団体の活動を支援する。
また、この取り組みを持続可能とするため、関わる大人の学びと繋がりづくりを推進する。

331%

実績 391 1,537 1,389

進捗管理

目標指標 つろうて子育て協議会実施回数

Ｒ７
目標

協働のひとづくり推進課

420 440 460

具体事業 事業名称 未来の担い手育成事業費 担当部署

総合戦略
※総合戦略上の体系を記

載してください

戦略体系 基本戦略２　結婚・出産・子育ての希望をかなえる

主要施策 （３）子育てや教育を支える人材の育成

Ｒ１
実績

Ｒ２
実績

具体施策 ②地域ぐるみの子育て支援の推進と学びや活動の場の創出

総合戦略事業シート No.

評価対象事業分類 （１）目標指標達成根拠事業 （２）新規・拡充事業 　

施策体系

横断・基本目標 Ⅰ．子育てにやさしく、誰もが健やかに暮せるまち

基本施策 １．結婚・出産・子育ての支援



10,959

財源説明

国庫支出金：地方創生推進交付金（～R6)
県支出金：しまねすくすく子育て支援事業費交付金、ふるさと教育推進事業交付金、結集しまねの子育て協働プロジェ
クト事業費補助金、ふるさと人づくり推進事業補助金、コンソーシアム運営費補助金
その他：ふるさと応援基金繰入金（継続見込）

一般財源 71 0 1,800 1,800 10,959

事業費
（単位:千円）

0

その他 9,900 11,219 11,219 11,219 11,219 11,219

地方債 0 0 0 0 0

0

県支出金 10,083 9,885 9,885 9,885 9,885 9,885

国庫支出金 5,806 7,359 9,159 9,159 0

Ｒ７ Ｒ８

総事業費 25,860 28,463 32,063 32,063 32,063 32,063

昨年度
中期財政計画対象期間

第２期総合戦略対象期間

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６

Ｒ６
目標

Ｒ７
目標

事業概要

子どもたちを取り巻く環境の変化に伴い、教育に求められるものも変化している。
こうした中、子どもたちの生き抜く力を育てるためには、学校だけで教育を担うのではなく地域総がかりで
子どもを育てる必要があり、これらをコーディネートする専門人材の配置及び地域団体の活動を支援する。
また、この取り組みを持続可能とするため、関わる大人の学びと繋がりづくりを推進する。

事業検証

【現状】学校の学びを地域活動に活かす取り組みを推進するためには、学校内に専門的な知見（有資格者）
を有する人材（社会教育コーディネーター）を配置することが重要であり、計画的に配置を進めている。

【課題】人材の確保と受け入れ側となる地域の理解促進・体制整備を両輪で進める必要がある。

【対応】学校の学びを地域活動に活かす取り組みを積み重ねることで、社会教育コーディネーターの活動に
対する理解を促進し、配置につなげる。

積算根拠

≪事業概要≫
①ひとが育つまち益田フォーラムの開催
②社会教育コーディネーターの配置
③地域活動づくり業務（各地区つろうて子育て協議会への委託）、ふるさと教育等の補助金交付
④ボランティアハウスの運営（ボランティアハウス協議会への委託）
≪積算根拠（主なもの）≫
①講師謝礼150,000円＋費用弁償266,940円＝416,940
②300,000円×12月×4名＝14,400,000円　※R5から1～2名増（真砂、益田）
③つろうて1,400,000円＋ふるさと1,680,000円＝3,080,000円
④5,499,400円　ほか

具体事業 事業名称 未来の担い手育成事業費 担当部署 協働のひとづくり推進課

実績 10 7 20

総合戦略
※総合戦略上の体系を記

載してください

戦略体系 基本戦略２　結婚・出産・子育ての希望をかなえる

主要施策 （２）学力の育成や教育環境の整備・魅力化の推進

進捗管理

目標指標 学校の学びを地域活動に活かす取り組みの実施地区数

Ｒ１
実績

Ｒ３/Ｒ７
達成率

目標 12 14 16 18 20

167%

Ｒ２
実績

Ｒ３
目標

Ｒ４
目標

Ｒ５
目標

施策体系

横断・基本目標 Ⅱ．ふるさとを想う心にあふれた人が育つまち

基本施策 １．次代を担う人を育てる教育環境の充実

具体施策 ①地域ぐるみでの教育推進

総合戦略事業シート No.

評価対象事業分類 （１）目標指標達成根拠事業 （２）新規・拡充事業 　



10,959

財源説明

国庫支出金：地方創生推進交付金（～R6)
県支出金：しまねすくすく子育て支援事業費交付金、ふるさと教育推進事業交付金、結集しまねの子育て協働プロジェ
クト事業費補助金、ふるさと人づくり推進事業補助金、コンソーシアム運営費補助金
その他：ふるさと応援基金繰入金（継続見込）

一般財源 71 0 1,800 1,800 10,959

事業費
（単位:千円）

0

その他 9,900 11,219 11,219 11,219 11,219 11,219

地方債 0 0 0 0 0

0

県支出金 10,083 9,885 9,885 9,885 9,885 9,885

国庫支出金 5,806 7,359 9,159 9,159 0

Ｒ７ Ｒ８

総事業費 25,860 28,463 32,063 32,063 32,063 32,063

昨年度
中期財政計画対象期間

第２期総合戦略対象期間

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６

Ｒ６
目標

Ｒ７
目標

事業概要

子どもたちを取り巻く環境の変化に伴い、教育に求められるものも変化している。
こうした中、子どもたちの生き抜く力を育てるためには、学校だけで教育を担うのではなく地域総がかりで
子どもを育てる必要があり、これらをコーディネートする専門人材の配置及び地域団体の活動を支援する。
また、この取り組みを持続可能とするため、関わる大人の学びと繋がりづくりを推進する。

事業検証

【現状】同数値は成人式参加者を対象に調査。成人者はライフキャリア教育プログラムを受けた世代であ
り、数値は増加傾向にある。
【課題】高校卒業後、成人式を迎えるまでは帰益の意識が高いと考えられるが、その後、就職先地域として
益田市が選択されていない状況が伺える。
【対応】益田で暮らしたいという意識の変容を行動（例えば、益田市での就職）につなげる（一度は益田を
出ても、将来益田に帰ってくる。）ための施策については、R4年度から4年間実施する県モデル事業「県内
高校卒業生とのつながり創出モデル事業」を中心に取り組む。

積算根拠

≪事業概要≫
①ひとが育つまち益田フォーラムの開催
②社会教育コーディネーターの配置
③地域活動づくり業務（各地区つろうて子育て協議会への委託）、ふるさと教育等の補助金交付
④ボランティアハウスの運営（ボランティアハウス協議会への委託）
≪積算根拠（主なもの）≫
①講師謝礼150,000円＋費用弁償266,940円＝416,940
②300,000円×12月×4名＝14,400,000円　※R5から1～2名増（真砂、益田）
③つろうて1,400,000円＋ふるさと1,680,000円＝3,080,000円
④5,499,400円　ほか

具体事業 事業名称 未来の担い手育成事業費 担当部署 協働のひとづくり推進課

実績 69 76.9 72.9

総合戦略
※総合戦略上の体系を記

載してください

戦略体系

主要施策

進捗管理

目標指標 「将来益田に住みたい」と答えた新成人の割合

Ｒ１
実績

Ｒ３/Ｒ７
達成率

目標 80 80 80 80 80

91%

Ｒ２
実績

Ｒ３
目標

Ｒ４
目標

Ｒ５
目標

施策体系

横断・基本目標 Ⅵ．人と人がつながり、支え合うまち

基本施策 ４．移住・定住の促進

具体施策 ①U・Iターンの支援

総合戦略事業シート No.

評価対象事業分類 （１）目標指標達成根拠事業 （２）新規・拡充事業 　



8,000

財源説明
国庫支出金：地方創生推進交付金（～R6)
県支出金：ふるさと人づくり推進事業補助金、コンソーシアム運営マネージャー配置費補助金（～R6)
その他：地方創生応援税制寄附金（～R4）、地域振興基金（継続見込）

一般財源 0 0 8,000 8,000 8,000

事業費
（単位:千円）

0

その他 10,000 10,749 2,749 2,749 2,749 2,749

地方債 0 0 0 0 0

0

県支出金 7,764 3,864 3,864 3,864 3,864 3,864

国庫支出金 5,682 8,480 8,480 8,480 0

Ｒ７ Ｒ８

総事業費 23,446 23,093 23,093 23,093 23,093 23,093

昨年度
中期財政計画対象期間

第２期総合戦略対象期間

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６

Ｒ６
目標

Ｒ７
目標

事業概要

「益田市ひとづくり協働構想」に基づき、多様な人との対話によるロールモデルとの出会いや、生き様・価
値観に触れることで、自分の人生を能動的に生きていくことができる力を養うライフキャリア教育を推進
し、子どもたちの生きる力の育成を図る。また、ライフキャリア教育に市外の若者が関わる機会をつくるこ
とで、「若者がチャレンジできる益田」のイメージ定着を図る。

事業検証

【現状】同数値は成人式参加者を対象に調査。成人者はライフキャリア教育プログラムを受けた世代であ
り、数値は増加傾向にある。
【課題】特記事項無し。
【対応】ライフキャリア教育の推進によるロールモデルとの出会い・対話により、益田の子どもたちに予測
不能な未来を生き抜く力をつけ、未来の担い手育成につなげる。

積算根拠

≪事業概要≫
①益田版カタリ場等のライフキャリア教育プログラムの実施（中間支援組織への委託）
②JAFこころのプロジェクト「夢の教室」の実施
③市内高校と地域との連携強化のためのコーディネート（中間支援組織への委託）
≪積算根拠（主なもの）≫
①中高生等ライフキャリア教育推進事業業務委託料　15,000,000円
②2,000,000円
③300,000円×12月＝3,600,000円　ほか

具体事業 事業名称 ひとづくり推進事業費 担当部署 協働のひとづくり推進課

実績 70 77.9 78

総合戦略
※総合戦略上の体系を記

載してください

戦略体系 横断目標　社会変化に対応できる持続可能なまち

主要施策 （１）時代を担う人材の育成・確保の推進

進捗管理

目標指標 「益田市には魅力的な大人が多い」と答えた新成人の割合

Ｒ１
実績

Ｒ３/Ｒ７
達成率

目標 85 85 85 85 80

92%

Ｒ２
実績

Ｒ３
目標

Ｒ４
目標

Ｒ５
目標

施策体系

横断・基本目標 社会変化に対応できる持続可能なまち

基本施策 １．次世代を担う人材の育成・確保の推進

具体施策 ①将来の益田市を担う人材育成の推進

総合戦略事業シート No.

評価対象事業分類 （１）目標指標達成根拠事業 　 　



8,000

財源説明
国庫支出金：地方創生推進交付金（～R6)
県支出金：ふるさと人づくり推進事業補助金、コンソーシアム運営マネージャー配置費補助金（～R6)
その他：地方創生応援税制寄附金（～R4）、地域振興基金（継続見込）

一般財源 0 0 8,000 8,000 8,000

事業費
（単位:千円）

0

その他 10,000 10,749 2,749 2,749 2,749 2,749

地方債 0 0 0 0 0

0

県支出金 7,764 3,864 3,864 3,864 3,864 3,864

国庫支出金 5,682 8,480 8,480 8,480 0

Ｒ７ Ｒ８

総事業費 23,446 23,093 23,093 23,093 23,093 23,093

昨年度
中期財政計画対象期間

第２期総合戦略対象期間

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６

Ｒ６
目標

Ｒ７
目標

事業概要

「益田市ひとづくり協働構想」に基づき、多様な人との対話によるロールモデルとの出会いや、生き様・価
値観に触れることで、自分の人生を能動的に生きていくことができる力を養うライフキャリア教育を推進
し、子どもたちの生きる力の育成を図る。また、ライフキャリア教育に市外の若者が関わる機会をつくるこ
とで、「若者がチャレンジできる益田」のイメージ定着を図る。

事業検証

【現状】同数値は私立高等学校魅力化活動補助金を活用する市内私立2校の補助事業への参加生徒のうち、
県外出身者の人数をカウント。コロナ禍においても工夫をし、補助事業を実施した。

【課題】補助事業の効果測定を目的とした、県外生徒の意識調査が必要。

【対応】同補助事業を継続実施する。

積算根拠

≪事業概要≫
①益田版カタリ場等のライフキャリア教育プログラムの実施（中間支援組織への委託）
②JAFこころのプロジェクト「夢の教室」の実施
③市内高校と地域との連携強化のためのコーディネート（中間支援組織への委託）
≪積算根拠（主なもの）≫
①中高生等ライフキャリア教育推進事業業務委託料　15,000,000円
②2,000,000円
③300,000円×12月＝3,600,000円　ほか

具体事業 事業名称 ひとづくり推進事業費 担当部署 協働のひとづくり推進課

実績
269人
－

221人
－

225人
88.5％

総合戦略
※総合戦略上の体系を記

載してください

戦略体系 横断目標　社会変化に対応できる持続可能なまち

主要施策 （１）時代を担う人材の育成・確保の推進

進捗管理

目標指標 益田市で地域活動をした県外の若者の延べ人数（上段）と満足度（下段）

Ｒ１
実績

Ｒ３/Ｒ７
達成率

目標
250人
80％

260人
80％

270人
80％

280人
80％

300人
80％ 90％

（111％）

Ｒ２
実績

Ｒ３
目標

Ｒ４
目標

Ｒ５
目標

施策体系

横断・基本目標 社会変化に対応できる持続可能なまち

基本施策 １．次世代を担う人材の育成・確保の推進

具体施策 ①将来の益田市を担う人材育成の推進

総合戦略事業シート No.

評価対象事業分類 （１）目標指標達成根拠事業 　 　



8,000

財源説明
国庫支出金：地方創生推進交付金（～R6)
県支出金：ふるさと人づくり推進事業補助金、コンソーシアム運営マネージャー配置費補助金（～R6)
その他：地方創生応援税制寄附金（～R4）、地域振興基金（継続見込）

一般財源 0 0 8,000 8,000 8,000

事業費
（単位:千円）

0

その他 10,000 10,749 2,749 2,749 2,749 2,749

地方債 0 0 0 0 0

0

県支出金 7,764 3,864 3,864 3,864 3,864 3,864

国庫支出金 5,682 8,480 8,480 8,480 0

Ｒ７ Ｒ８

総事業費 23,446 23,093 23,093 23,093 23,093 23,093

昨年度
中期財政計画対象期間

第２期総合戦略対象期間

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６

Ｒ６
目標

Ｒ７
目標

事業概要

「益田市ひとづくり協働構想」に基づき、多様な人との対話によるロールモデルとの出会いや、生き様・価
値観に触れることで、自分の人生を能動的に生きていくことができる力を養うライフキャリア教育を推進
し、子どもたちの生きる力の育成を図る。また、ライフキャリア教育に市外の若者が関わる機会をつくるこ
とで、「若者がチャレンジできる益田」のイメージ定着を図る。

事業検証

【現状】中間支援組織におけるインターンの受け入れ数及び大学生等フィールドワーク推進事業補助金活用
件数をカウント。それぞれ実績は、各7人であった。

【課題】大学生等フィールドワーク推進事業補助金について、積極的な利用促進に向けた情報発信が必要。
（予算上25名分を措置。）

【対応】中間支援組織における継続的なインターン受け入れに向けたリクルート活動の実施及び大学生等
フィールドワーク推進事業補助金の利用促進を図る。

積算根拠

≪事業概要≫
①益田版カタリ場等のライフキャリア教育プログラムの実施（中間支援組織への委託）
②JAFこころのプロジェクト「夢の教室」の実施
③市内高校と地域との連携強化のためのコーディネート（中間支援組織への委託）
≪積算根拠（主なもの）≫
①中高生等ライフキャリア教育推進事業業務委託料　15,000,000円
②2,000,000円
③300,000円×12月＝3,600,000円　ほか

具体事業 事業名称 ひとづくり推進事業費 担当部署 協働のひとづくり推進課

実績
30人
－

11人
—

14人
96％

総合戦略
※総合戦略上の体系を記

載してください

戦略体系 横断目標　社会変化に対応できる持続可能なまち

主要施策 （１）時代を担う人材の育成・確保の推進

進捗管理

目標指標 益田市で一週間程度、インターンシップや体験活動した延べ人数（上段）と満足度（下段）

Ｒ１
実績

Ｒ３/Ｒ７
達成率

目標
30人
80％

30人
80％

30人
80％

30人
80％

30人
80％ 47%

120%

Ｒ２
実績

Ｒ３
目標

Ｒ４
目標

Ｒ５
目標

施策体系

横断・基本目標 社会変化に対応できる持続可能なまち

基本施策 １．次世代を担う人材の育成・確保の推進

具体施策 ①将来の益田市を担う人材育成の推進

総合戦略事業シート No.

評価対象事業分類 （１）目標指標達成根拠事業 　 　



8,000

財源説明
国庫支出金：地方創生推進交付金（～R6)
県支出金：ふるさと人づくり推進事業補助金、コンソーシアム運営マネージャー配置費補助金（～R6)
その他：地方創生応援税制寄附金（～R4）、地域振興基金（継続見込）

一般財源 0 0 8,000 8,000 8,000

事業費
（単位:千円）

0

その他 10,000 10,749 2,749 2,749 2,749 2,749

地方債 0 0 0 0 0

0

県支出金 7,764 3,864 3,864 3,864 3,864 3,864

国庫支出金 5,682 8,480 8,480 8,480 0

Ｒ７ Ｒ８

総事業費 23,446 23,093 23,093 23,093 23,093 23,093

昨年度
中期財政計画対象期間

第２期総合戦略対象期間

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６

Ｒ６
目標

Ｒ７
目標

事業概要

「益田市ひとづくり協働構想」に基づき、多様な人との対話によるロールモデルとの出会いや、生き様・価
値観に触れることで、自分の人生を能動的に生きていくことができる力を養うライフキャリア教育を推進
し、子どもたちの生きる力の育成を図る。また、ライフキャリア教育に市外の若者が関わる機会をつくるこ
とで、「若者がチャレンジできる益田」のイメージ定着を図る。

事業検証

【現状】中間支援組織との協働による、多世代との対話をベースとしたライフキャリア教育の実施により、
子どもたちの意識の変容が表れている。同時に関わる大人にとっても、子どもたちとの対話を通じ、子ども
への関わりや地域づくりに、より主体的に関わろうとする意識が高まったという事例が発生している。
【課題】ライフキャリア教育に関わった大人の次の活動への接続が限定的。
【対応】持続可能なひとづくり・地域づくりの循環を生むためには、ライフキャリア教育に関わった大人
を、意識的に次の地域活動に繋げる必要があり意識してつなげたい。また、活動の受け皿となる組織（企業
や地域自治組織をはじめとする地域の団体）の多くが担い手の確保やその定着に困難を抱えており、産業支
援センターや連携のまちづくり推進課との連携によるより効果的な支援を行う。

積算根拠

≪事業概要≫
①益田版カタリ場等のライフキャリア教育プログラムの実施（中間支援組織への委託）
②JAFこころのプロジェクト「夢の教室」の実施
③市内高校と地域との連携強化のためのコーディネート（中間支援組織への委託）
≪積算根拠（主なもの）≫
①中高生等ライフキャリア教育推進事業業務委託料　15,000,000円
②2,000,000円
③300,000円×12月＝3,600,000円　ほか

具体事業 事業名称 ひとづくり推進事業費 担当部署 協働のひとづくり推進課

実績 441 482 2,218

総合戦略
※総合戦略上の体系を記

載してください

戦略体系 基本戦略３　益田に回帰・流入・定着するひとの流れをつくる

主要施策 （２）ふるさと教育・ライフキャリア教育による人材育成

進捗管理

目標指標 ライフキャリア教育に関わる大人の数（益田版カタリ場、新・職場体験、中間支援組織）

Ｒ１
実績

Ｒ３/Ｒ７
達成率

目標 600 700 800 900 1,000

370%

Ｒ２
実績

Ｒ３
目標

Ｒ４
目標

Ｒ５
目標

施策体系

横断・基本目標 Ⅱ．ふるさとを想う心にあふれた人が育つまち

基本施策 １．次世代を担う人材の育成・確保の推進

具体施策 ①将来の益田市を担う人材育成の推進

総合戦略事業シート No.

評価対象事業分類 （１）目標指標達成根拠事業 　 　



8,000

財源説明
国庫支出金：地方創生推進交付金（～R6)
県支出金：ふるさと人づくり推進事業補助金、コンソーシアム運営マネージャー配置費補助金（～R6)
その他：地方創生応援税制寄附金（～R4）、地域振興基金（継続見込）

一般財源 0 0 8,000 8,000 8,000

事業費
（単位:千円）

0

その他 10,000 10,749 2,749 2,749 2,749 2,749

地方債 0 0 0 0 0

0

県支出金 7,764 3,864 3,864 3,864 3,864 3,864

国庫支出金 5,682 8,480 8,480 8,480 0

Ｒ７ Ｒ８

総事業費 23,446 23,093 23,093 23,093 23,093 23,093

昨年度
中期財政計画対象期間

第２期総合戦略対象期間

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６

Ｒ６
目標

Ｒ７
目標

事業概要

「益田市ひとづくり協働構想」に基づき、多様な人との対話によるロールモデルとの出会いや、生き様・価
値観に触れることで、自分の人生を能動的に生きていくことができる力を養うライフキャリア教育を推進
し、子どもたちの生きる力の育成を図る。また、ライフキャリア教育に市外の若者が関わる機会をつくるこ
とで、「若者がチャレンジできる益田」のイメージ定着を図る。

事業検証

【現状】中間支援組織におけるインターンの受け入れ数をカウント。

【課題】インターンを継続的に受け入れるための環境整備（宿舎やマルチワークの推進等）が必要。

【対応】中間支援組織における継続的なインターン受け入れに向けたリクルート活動の実施。また、益田市
のひとづくり施策やライフキャリア教育プログラムの成果の発信により、「ひとが育つまち益田」の定着を
図り、対象者への興味関心の醸成を図る。

積算根拠

≪事業概要≫
①益田版カタリ場等のライフキャリア教育プログラムの実施（中間支援組織への委託）
②JAFこころのプロジェクト「夢の教室」の実施
③市内高校と地域との連携強化のためのコーディネート（中間支援組織への委託）
≪積算根拠（主なもの）≫
①中高生等ライフキャリア教育推進事業業務委託料　15,000,000円
②2,000,000円
③300,000円×12月＝3,600,000円　ほか

具体事業 事業名称 ひとづくり推進事業費 担当部署 協働のひとづくり推進課

実績 － 6 7

総合戦略
※総合戦略上の体系を記

載してください

戦略体系 基本戦略３　益田に回帰・流入・定着するひとの流れをつくる

主要施策 （２）ふるさと教育・ライフキャリア教育による人材育成

進捗管理

目標指標 ライフキャリア教育に関わる市外の若者の数

Ｒ１
実績

Ｒ３/Ｒ７
達成率

目標 3 3 3 3 3

233％

Ｒ２
実績

Ｒ３
目標

Ｒ４
目標

Ｒ５
目標

施策体系

横断・基本目標 社会変化に対応できる持続可能なまち

基本施策 １．次世代を担う人材の育成・確保の推進

具体施策 ⑦ライフキャリア教育の推進による生きる力の育成

総合戦略事業シート No.

評価対象事業分類 （１）目標指標達成根拠事業 　 　



8,000

財源説明
国庫支出金：地方創生推進交付金（～R6)
県支出金：ふるさと人づくり推進事業補助金、コンソーシアム運営マネージャー配置費補助金（～R6)
その他：地方創生応援税制寄附金（～R4）、地域振興基金（継続見込）

一般財源 0 0 8,000 8,000 8,000

事業費
（単位:千円）

0

その他 10,000 10,749 2,749 2,749 2,749 2,749

地方債 0 0 0 0 0

0

県支出金 7,764 3,864 3,864 3,864 3,864 3,864

国庫支出金 5,682 8,480 8,480 8,480 0

Ｒ７ Ｒ８

総事業費 23,446 23,093 23,093 23,093 23,093 23,093

昨年度
中期財政計画対象期間

第２期総合戦略対象期間

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６

Ｒ６
目標

Ｒ７
目標

事業概要

「益田市ひとづくり協働構想」に基づき、多様な人との対話によるロールモデルとの出会いや、生き様・価
値観に触れることで、自分の人生を能動的に生きていくことができる力を養うライフキャリア教育を推進
し、子どもたちの生きる力の育成を図る。また、ライフキャリア教育に市外の若者が関わる機会をつくるこ
とで、「若者がチャレンジできる益田」のイメージ定着を図る。

事業検証

【現状】参加事業所数について、申込時点では274事業所の申し込みがあったが、新型コロナウイルス感染
症の影響により、157事業所での実施となった。

【課題】特記事項無し。

【対応】引き続き、益田商工会議所と共催することで、市内の全ての登録事業所でライフキャリア教育を展
開する。

積算根拠

≪事業概要≫
①益田版カタリ場等のライフキャリア教育プログラムの実施（中間支援組織への委託）
②JAFこころのプロジェクト「夢の教室」の実施
③市内高校と地域との連携強化のためのコーディネート（中間支援組織への委託）
≪積算根拠（主なもの）≫
①中高生等ライフキャリア教育推進事業業務委託料　15,000,000円
②2,000,000円
③300,000円×12月＝3,600,000円　ほか

具体事業 事業名称 ひとづくり推進事業費 担当部署 協働のひとづくり推進課

実績 187 139 157

総合戦略
※総合戦略上の体系を記

載してください

戦略体系 基本戦略１　定住の基盤となるしごとをつくる

主要施策 （１）次代の産業の担い手の育成

進捗管理

目標指標 キャリア教育に参加した企業数

Ｒ１
実績

Ｒ３/Ｒ７
達成率

目標 200 220 230 240 250

79%

Ｒ２
実績

Ｒ３
目標

Ｒ４
目標

Ｒ５
目標

施策体系

横断・基本目標 Ⅲ．産業・観光振興による活力のあるまち

基本施策 ３．雇用・産業基盤の強化

具体施策 ③次代を担う若者の地元就職の促進と定着支援

総合戦略事業シート No.

評価対象事業分類 （１）目標指標達成根拠事業 　 　



8,000

財源説明
国庫支出金：地方創生推進交付金（～R6)
県支出金：ふるさと人づくり推進事業補助金、コンソーシアム運営マネージャー配置費補助金（～R6)
その他：地方創生応援税制寄附金（～R4）、地域振興基金（継続見込）

一般財源 0 0 8,000 8,000 8,000

事業費
（単位:千円）

0

その他 10,000 10,749 2,749 2,749 2,749 2,749

地方債 0 0 0 0 0

0

県支出金 7,764 3,864 3,864 3,864 3,864 3,864

国庫支出金 5,682 8,480 8,480 8,480 0

Ｒ７ Ｒ８

総事業費 23,446 23,093 23,093 23,093 23,093 23,093

昨年度
中期財政計画対象期間

第２期総合戦略対象期間

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６

Ｒ６
目標

Ｒ７
目標

事業概要

「益田市ひとづくり協働構想」に基づき、多様な人との対話によるロールモデルとの出会いや、生き様・価
値観に触れることで、自分の人生を能動的に生きていくことができる力を養うライフキャリア教育を推進
し、子どもたちの生きる力の育成を図る。また、ライフキャリア教育に市外の若者が関わる機会をつくるこ
とで、「若者がチャレンジできる益田」のイメージ定着を図る。

事業検証

【現状】同数値は成人式参加者を対象に調査。成人者はライフキャリア教育プログラムを受けた世代であ
り、数値は増加傾向にある。
【課題】高校卒業後、成人式を迎えるまでは帰益の意識が高いと考えられるが、その後、就職先地域として
益田市が選択されていない状況が伺える。
【対応】益田で暮らしたいという意識の変容を行動（例えば、益田市での就職）につなげる（一度は益田を
出ても、将来益田に帰ってくる。）ための施策については、R4年度から4年間実施する県モデル事業「県内
高校卒業生とのつながり創出モデル事業」を中心に取り組む。

積算根拠

≪事業概要≫
①益田版カタリ場等のライフキャリア教育プログラムの実施（中間支援組織への委託）
②JAFこころのプロジェクト「夢の教室」の実施
③市内高校と地域との連携強化のためのコーディネート（中間支援組織への委託）
≪積算根拠（主なもの）≫
①中高生等ライフキャリア教育推進事業業務委託料　15,000,000円
②2,000,000円
③300,000円×12月＝3,600,000円　ほか

具体事業 事業名称 ひとづくり推進事業費 担当部署 協働のひとづくり推進課

実績 69 76.9 72.9

総合戦略
※総合戦略上の体系を記

載してください

戦略体系 基本戦略１　定住の基盤となるしごとをつくる

主要施策 （１）次代の産業の担い手の育成

進捗管理

目標指標 「将来益田に住みたい」と答えた新成人の割合

Ｒ１
実績

Ｒ３/Ｒ７
達成率

目標 80 80 80 80 80

91%

Ｒ２
実績

Ｒ３
目標

Ｒ４
目標

Ｒ５
目標

施策体系

横断・基本目標 Ⅵ．人と人がつながり、支え合うまち

基本施策 ４．移住・定住の促進

具体施策 ①U・Iターンの支援

総合戦略事業シート No.

評価対象事業分類 （１）目標指標達成根拠事業 　 　



208,672

財源説明
国庫支出金：地方創生推進交付金
県支出金：ふるさと人づくり推進事業
その他：自動販売機取扱手数料、公民館利用料

一般財源 208,785 208,672 208,672 208,672 208,672

事業費
（単位:千円）

0

その他 526 3,095 526 526 526 526

地方債 0 0 0 0 0

250

県支出金 500 500 500 500 500 500

国庫支出金 250 250 250 250 250

Ｒ７ Ｒ８

総事業費 210,400 212,517 209,948 209,948 209,948 209,948

昨年度
中期財政計画対象期間

第２期総合戦略対象期間

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６

Ｒ６
目標

Ｒ７
目標

事業概要
各地区公民館の維持管理。法的に定められている水質検査・浄化槽法定検査・消防用設備等の各種検査を実
施。施設自体の修繕、光熱水費等経常経費の対応。

事業検証

【現状】益田市では公民館を核とした地域づくり・ひとづくり機能を強化することで持続可能な地域づくり
を実現することを施策の柱の一つと位置付けており、様々な事業とともに事業展開している。
【課題】公民館の老朽化が進み、耐震基準を満たしていない、解体の必要があるなど、各公民館の現状を分
析し、施設維持に向け計画的な施策が必要である。
【対応】施設の危険性や、利用頻度等を鑑み優先度を決め計画的に施設改修を行い、市民の社会教育活動の
拠点の維持を図る。

積算根拠

≪積算根拠≫
　・報酬　　　　　　　　120,233千円
　・職員手当等　　　　　 22,675千円
　・共済費　　　　　　　 23,571千円
　・旅費　　　　　　　　  3,954千円
　・需用費　　　　　　　 15,295千円
　・役務費　　　　　　　　3,235千円
　・委託料　　　　　　　　6,765千円
　・使用料及び賃借料　　　4,723千円
　・原材料費　　　　　　　　105千円
　・備品購入費　　　　　　2,569千円
　・負担金補助及び交付金　9,392千円

具体事業 事業名称 公民館管理・拠点化推進事業費 担当部署 協働のひとづくり推進課

実績
141,582

（18,691）
71,579

（12,427）
73,021

（12,620）

総合戦略
※総合戦略上の体系を記

載してください

戦略体系

主要施策

進捗管理

目標指標 公民館活動の参加者（うち、高校生以下の数）

Ｒ１
実績

Ｒ３/Ｒ７
達成率

目標
140,000

（24,360）
140,500

（24,447）
141,000

（24,534）
141,500

（24,621）
142,000

（24,708） 52％
（52％）

Ｒ２
実績

Ｒ３
目標

Ｒ４
目標

Ｒ５
目標

施策体系

横断・基本目標 Ⅱ．ふるさとを想う心にあふれた人が育つまち

基本施策 ２．地域・世代を越えた学習機会の創出

具体施策 ③社会教育の推進と活動拠点づくり

総合戦略事業シート No.

評価対象事業分類 （１）目標指標達成根拠事業 （２）新規・拡充事業 　


